
令和６年１１月松阪市議会

第13回第２３回
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9月定例会 決算審議について

電子採決を
はじめました
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民生費

42%

教育費

10%

土木費

9%

総務費

9%

衛生費

8%

公債費

7%

商工費

6%

消防費

3%

農林水産業費

3%
その他

3%
約１９億円

約3.5億円

約１９億円

約６9億円約６７億円

約６３億円

約６２億円

議会費 0.5%

約308億円

約５２億円

約４４億円

約２３億円

一般会計歳出
（使ったお金）

約731億円

市⺠1⼈当たり
（令和6年1月1日現在）

15万7316⼈

46万4,626円

民生費
４２％

民生費＝福祉の充実に。

障がい者福祉、高齢者福祉、
子育て支援、生活保護費 など
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特別会計 歳入（収入済額） 歳出（支出済額） 実質収支額

競輪事業 約2９６億1０３６万円 約278億6919万円 約1７億4117万円

国民健康保険事業 約167億８４８４万円 約162億5831万円 約5億2653万円

介護保険事業 約１９５億761７万円 約１８９億19６０万円 約6億５６５７万円

後期高齢者医療事業 約43億８８１０万円 約43億４２４１万円 約4569万円

住宅資金等貸付事業 約656万円 約５８７万円 約69万円

特別会計 合計 約７０３億６６０４万円 約６７３億９５３９万円 約29億7065万円

水道事業会計
収益：35億7487万円
費用：34億4462万円
利益： 1億3026万円

＊高額な受水費が問題

下水道事業会計
収益：50億9945万円
費用：47億6896万円
利益： 3億3049万円

＊一般会計からの繰り入れ
金額が32億円超。

松阪市⺠病院事業会計
収益：113億 591万円
費用：111億7544万円
利益： 1億3047万円

＊医業損益は赤字となるが、
全体では補助金等もあり⿊字。
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予 算 案

（事業や計画）

質 疑

意 見

委員会審査

議員間討議

討 論

採 決

事 業 運 営

決算審議
事業効果

会計処理

意見・提言

新年度予算に

反映させる

9月
定例会
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建設水道分科会・委員会
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Ｑ.①交通安全対策施設整備事業費と②交通事故防止安全対策事業費の違いは。Ｑ.①交通安全対策施設整備事業費と②交通事故防止安全対策事業費の違いは。

Ａ.①交通安全対策施設整備事業費は主に自治会等要望により
カーブミラーや転落防止柵等を設置する事業。

②交通事故防止安全対策事業費は、区画線を引くなど、
主に小学校の通学路に係る安全対策のための事業。

Ａ.①交通安全対策施設整備事業費は主に自治会等要望により
カーブミラーや転落防止柵等を設置する事業。

②交通事故防止安全対策事業費は、区画線を引くなど、
主に小学校の通学路に係る安全対策のための事業。

意
見

要望等によるライン引きの実績があれば「施策の成果」にも記載を願う。

Ｑ.①道路反射鏡などの設置数が減少したのに、交
通安全対策施設整備事業費が増額した理由は。
Ｑ.①道路反射鏡などの設置数が減少したのに、交
通安全対策施設整備事業費が増額した理由は。

Ａ.施策の成果に記載のない区画線
などのライン処理の実績が主な理由。

Ａ.施策の成果に記載のない区画線
などのライン処理の実績が主な理由。

Ｑ.リース方式ではなく、工事発注とした理由は。Ｑ.リース方式ではなく、工事発注とした理由は。

Ａ.事業費を比較の上、インシャルコスト・ランニングコスト共に
費用を抑えられると判断した。

Ａ.事業費を比較の上、インシャルコスト・ランニングコスト共に
費用を抑えられると判断した。
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Ｑ.民法による管理人制度を活用し１棟の解体を行った内容は。Ｑ.民法による管理人制度を活用し１棟の解体を行った内容は。

Ａ.管理人制度を活用して裁判所へ３件申し立てを行い、
そのうち1件については、解体が完了した。

Ａ.管理人制度を活用して裁判所へ３件申し立てを行い、
そのうち1件については、解体が完了した。

Ｑ.不良空家等除却促進補助金（昨年度実績590万円）の件数が減少した理由は。Ｑ.不良空家等除却促進補助金（昨年度実績590万円）の件数が減少した理由は。

Ａ.工事価格の高騰が影響したのではないかと想定。Ａ.工事価格の高騰が影響したのではないかと想定。

意
見

不良空家は多いのに、補助金申請が減少したことを分析し、
次年度へつなげてほしい。

Ｑ.前年度より事業費が約100万円増額となった理由は。Ｑ.前年度より事業費が約100万円増額となった理由は。

Ａ.令和5年3月より、利便性向上のため、都市計画情報や道路情報が
容易に確認できる公開型GISを市のホームページで公開しており、
屋外広告物データ更新作業の事業費が増となったため。

Ａ.令和5年3月より、利便性向上のため、都市計画情報や道路情報が
容易に確認できる公開型GISを市のホームページで公開しており、
屋外広告物データ更新作業の事業費が増となったため。

意
見 便利なシステム

であるため、市
民や事業者に使
用いただくよう
に周知を願う。
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Ｑ. 老朽管の原因による漏水が懸念されるが、石綿管は全て交換されたのか。Ｑ. 老朽管の原因による漏水が懸念されるが、石綿管は全て交換されたのか。

Ａ.漏水等については、老朽管の更新を行った。また、小片野町に
埋設された石綿管を106ｍ布設替えをした。
残存する石綿管は198ｍとなり、計画的に撤去していく。

Ａ.漏水等については、老朽管の更新を行った。また、小片野町に
埋設された石綿管を106ｍ布設替えをした。
残存する石綿管は198ｍとなり、計画的に撤去していく。

意
見

国の計画では、2028
年度末までに耐震適
合率60％以上との目
標である。それを目
指してほしい。

Ｑ.水道管の耐震化の実績は。Ｑ.水道管の耐震化の実績は。

Ａ.配水本管と送水管で958ｍの耐震化を行い、
耐震適合率は前年度38.5％から39.7％となった。

Ａ.配水本管と送水管で958ｍの耐震化を行い、
耐震適合率は前年度38.5％から39.7％となった。

Ｑ.水洗化率の目標未達成及び普及率の目標未達成の原因は。Ｑ.水洗化率の目標未達成及び普及率の目標未達成の原因は。

Ａ. ・水洗化率については、下水道整備面積が増加することにより、対象人数も増加するた
め、今後も水洗化率は80％前後を推移すると想定。未接続者には年２回程度訪問し、
水洗化の啓発を行っている。

・普及率については、年度繰越した工事があり、5年度中に完了しなかったことと、
国の補助金が削減され、予定していた地域の一部が実施できなかったことによる。

Ａ. ・水洗化率については、下水道整備面積が増加することにより、対象人数も増加するた
め、今後も水洗化率は80％前後を推移すると想定。未接続者には年２回程度訪問し、
水洗化の啓発を行っている。

・普及率については、年度繰越した工事があり、5年度中に完了しなかったことと、
国の補助金が削減され、予定していた地域の一部が実施できなかったことによる。
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Ｑ.都市公園維持管理事業費（市制20周年記念事業）について、桜の植樹場所は。Ｑ.都市公園維持管理事業費（市制20周年記念事業）について、桜の植樹場所は。

Ａ.中部台運動公園の
①芝生広場と園路との境に１０本。
②みえこどもの城前の芝生広場の通路に１０本。
古木となった桜を伐採し、
その場所へそれぞれ植樹する。

Ａ.中部台運動公園の
①芝生広場と園路との境に１０本。
②みえこどもの城前の芝生広場の通路に１０本。
古木となった桜を伐採し、
その場所へそれぞれ植樹する。

意
見

「ソメイヨシノ」を計画していると思うが、
開花の時期が異なる「八重桜」もよいと考える。
今後このような計画がある際には検討を願う。
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松阪市議会

説明に対するご意見
をお聞かせください。
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松阪市議会
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松阪市議会

ご意見をお聞かせください。

13



松阪市議会
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